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は
じ
め
に

二
〇
二
二
年
に
、
早
稲
田
大
學
理
工
學
部
紀
要
の
第
壹
號
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
百
年
を
迎
え
た
。
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
に
出
版

さ
れ
た
、
そ
の
第
壹
號
に
論
文
を
執
筆
し
た
の
は
、
当
時
の
理
工
学
部
採
鉱
冶
金
学
科
教
授
で
あ
っ
た
徳
永
重
康
で
、
標
題
は
「
常
磐
炭

田
ニ
就
キ
テ
」
で
あ
る
。
徳
永
は
、
琉
球
諸
島
と
台
湾
北
部
の
層
位
・
古
生
物
学
研
究
を
精
力
的
に
行
い
、
そ
の
成
果
に
よ
り
、
一
九
〇
二

（
明
治
三
五
）
年
に
東
京
帝
国
大
学
か
ら
理
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
た
。
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
の
理
工
學
部
紀
要
の
第
壹
號
で
は
、

「
理
学
博
士　

徳
永
重
康
」
と
し
て
執
筆
し
て
い
る
が
、
こ
の
論
文
は
、
徳
永
重
康
に
と
っ
て
二
つ
目
の
博
士
（
工
学
博
士
）
の
学
位
論
文

と
な
っ
た
。

徳
永
は
理
学
博
士
の
学
位
取
得
後
程
な
く
し
て
、
早
稲
田
大
学
理
工
科
採
鉱
学
科
初
代
教
授
に
着
任
し
、
そ
れ
以
降
、
本
邦
に
お
け
る

〔
特
集
：
歴
史
館
の
現
在
〕

本
学
に
お
け
る
自
然
史
科
学
の
は
じ
ま
り
と
今
後
の
発
展

守　

屋　

和　

佳
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層
位
・
古
生
物
学
を
中
心
と
し
た
自
然
史
科
学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
ま
た
、
大
隈
重
信
も
自
然
史
科
学
の
発
展
に
尽
力
し

て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
徳
永
重
康
の
本
学
に
お
け
る
活
動
を
紹
介
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
の
本
学
に
お
け
る
自
然
史

科
学
教
育
・
研
究
へ
の
貢
献
と
、
こ
れ
か
ら
本
学
が
な
し
得
る
貢
献
や
期
待
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

一
、
徳
永
重
康
と
地
球
科
学
、
古
生
物
学

徳
永
重
康
は
、
東
京
市
芝
区
愛
宕
町
に
生
ま
れ
、
旧
姓
は
吉
原
で
あ
る
。
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
に
東
京
帝
国
大
学
紀
要
理
科
第

一
六
冊
に
出
版
さ
れ
た
化
石
哺
乳
類
に
関
す
る
論
文
ま
で
は
吉
原
姓
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
に
東
京
帝
国
大

学
紀
要
理
科
第
一
七
冊
に
出
版
さ
れ
た
棘
皮
動
物
化
石
に
関
す
る
論
文
か
ら
は
徳
永
姓
と
な
っ
た
。
父
は
薩
摩
藩
士
の
吉
原
重
隆
で
、
母

方
の
祖
父
は
「
百
科
全
書
・
地
質
学
」
を
訳
し
た
柴
田
承
桂
で
あ
る
。
ま
た
、
母
の
兄
柴
田
雄
次
は
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
、
日
本
学
士

院
院
長
な
ど
を
務
め
て
お
り
、
徳
永
に
と
っ
て
は
、
自
然
史
科
学
や
学
問
が
幼
少
の
頃
よ
り
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

徳
永
は
、
第
一
高
等
学
校
を
経
て
、
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
に
東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
に
入
学
し
、
動
物
学
科
に
所
属
し
た
。

入
学
後
は
古
生
物
学
に
興
味
を
持
ち
、
地
質
学
科
へ
の
転
科
を
希
望
し
た
も
の
の
、
当
時
は
転
科
の
制
度
が
な
か
っ
た
た
め
に
受
け
入
れ

ら
れ
ず
、
動
物
学
科
に
籍
を
お
い
た
ま
ま
地
質
学
科
の
講
義
・
実
習
を
受
け
た
。
学
部
卒
業
後
は
、
地
質
学
の
大
学
院
に
進
学
し
、
小
藤

文
次
郎
、
横
山
又
二
郎
、
神
保
小
虎
ら
に
師
事
し
た
。
小
藤
は
、
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
に
開
校
し
た
東
京
大
学
理
学
部
地
質
及
び

採
鉱
学
科
の
第
一
回
卒
業
生
で
、
当
時
の
い
わ
ゆ
る
お
雇
い
外
国
人
教
師
で
あ
っ
た
エ
ド
ム
ン
ト
・
ナ
ウ
マ
ン
に
師
事
し
、
一
八
八
四

（
明
治
一
七
）
年
に
東
京
帝
国
大
学
理
学
部
地
質
学
科
講
師
と
な
っ
た
地
質
学
者
で
あ
る
。
横
山
又
二
郎
は
、
ナ
ウ
マ
ン
の
後
任
と
し
て
地

質
学
科
の
教
授
と
な
っ
た
ダ
ー
フ
ィ
ト
・
ブ
ラ
ウ
ン
ス
に
師
事
し
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
に
東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
の
教
授
と
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な
っ
た
古
生
物
学
者
で
あ
る
。
徳
永
は
こ
の
よ
う
な
環
境
で
、
石
炭
地
質
を
含
む
地
質
学
や
古
生
物
学
を
学
ん
だ
。

徳
永
は
、
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
の
学
位
取
得
後
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に
、
前
年
に
予
科
が
開
設
さ
れ
て
い
た
早
稲
田
大

学
理
工
科
の
採
鉱
学
科
の
教
授
と
し
て
着
任
し
、
同
時
に
早
稲
田
大
学
附
属
早
稲
田
工
手
学
校
校
長
も
務
め
た
。
採
鉱
学
科
で
は
、
地
質

学
・
鉱
物
学
分
野
を
担
当
し
た
。
工
手
学
校
で
は
、「
高
等
技
術
者
と
直
接
技
術
に
従
事
す
る
者
と
の
間
に
た
つ
中
等
技
術
者
の
養
成
」

を
目
指
し
、
徳
永
は
私
財
の
一
部
を
充
て
て
「
徳
永
校
長
奨
学
賞
」
を
設
け
る
な
ど
、
後
進
の
育
成
に
尽
力
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
二
八

（
昭
和
三
）
年
に
は
、
大
学
と
工
手
校
の
間
を
つ
な
ぐ
教
育
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
高
等
工
学
校
校
長
も
兼
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま

た
、
早
稲
田
大
学
在
任
中
の
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
お
よ
び
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
は
、
東
京
帝
国
大
学
講
師
も
務
め
た
。
さ
ら
に
、

第
二
代
日
本
古
生
物
学
会
会
長
、
第
二
〇
代
日
本
地
質
学
会
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
学
問
の
普
及
・
教
育
に
も
大
き
な
貢
献
を
し
た
。

徳
永
は
、
本
邦
の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
地
質
・
古
生
物
の
研
究
を
行
っ
た
。
東
京
帝
国
大
学
理
学
部
卒
業
後
も

研
究
を
続
け
、
後
に
徳
永
自
身
が
記
載
・
命
名
す
る
こ
と
と
な
っ
た
デ
ス
モ
ス
チ
ル
ス
の
発
見
や
、
貨
幣
石
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

ヌ
ン
ム
リ
テ
ス
の
小
笠
原
母
島
か
ら
の
発
見
な
ど
、
古
生
物
学
的
な
成
果
を
多
く
残
し
た
。
そ
の
後
も
、
琉
球
列
島
・
台
湾
調
査
を
皮
切

り
に
、
広
大
な
範
囲
の
調
査
を
行
っ
た
。
早
稲
田
大
学
在
職
時
の
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
に
は
、
当
時
の
満
州
熱
河
地
方
の
調
査
を
目

的
と
し
、
満
蒙
学
術
調
査
研
究
団
を
組
織
し
、
地
質
学
・
古
生
物
学
の
み
な
ら
ず
、
植
物
学
・
動
物
学
・
人
類
学
の
調
査
も
行
っ
た
。
特

に
、
古
脊
椎
動
物
の
研
究
に
注
力
し
、
多
く
の
標
本
採
取
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
自
身
が
動
物
学
研
究
室
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
と
無
縁

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
海
外
調
査
に
加
え
て
、
国
内
産
の
標
本
も
数
多
く
取
り
扱
っ
た
。
特
に
、
瀬
戸
内
海
産
の
脊
椎
動
物
化
石
を
早
稲
田
大
学

に
多
く
受
け
入
れ
、
調
査
研
究
を
行
っ
た
。
徳
永
の
在
籍
時
に
は
、
理
工
学
部
は
現
在
の
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
設
置
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
の
教
室
内
を
一
面
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
の
脊
椎
動
物
化
石
標
本
の
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
（
写
真
一
）。
こ
れ
ら
は
瀬
戸
内
海
明
石
海
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峡
産
で
、
そ
の
う
ち
一
標
本
が
、
現
在
筆
者
の
研
究
室
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
標
本

は
、
現
在
の
創
造
理
工
学
部
環
境
資
源
工
学
科
（
徳
永
の
在
籍
時
の
採
鉱
学
科
）
で
管
理
さ

れ
て
き
た
が
、
大
変
に
残
念
な
こ
と
に
現
在
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
標
本
は
筆
者
が
保
管
し

て
い
る
一
個
体
し
か
な
い
。

徳
永
に
関
す
る
化
石
で
注
目
す
べ
き
も
の
の
一
つ
が
、ト
ウ
キ
ョ
ウ
ホ
タ
テ
で
あ
る（
図
一
）。

日
本
地
質
学
会
が
「
東
京
の
化
石
」
に
選
定
し
た
ト
ウ
キ
ョ
ウ
ホ
タ
テ
は
、
徳
永
に
よ
り

一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
に
記
載
・
命
名
さ
れ
た
絶
滅
二
枚
貝
で
あ
る
。
明
治
時
代
の

開
国
以
降
、
急
速
に
発
展
し
て
き
た
東
京
都
心
で
は
、
次
々
と
新
し
い
建
築
物
が
建
造
さ

れ
、
そ
れ
ら
は
大
正
・
昭
和
・
平
成
と
増
改
築
や
地
下
開
発
を
経
て
、
東
京
の
景
観
は
常

に
変
貌
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
本
学
に
お
い
て
も
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
現
二

号
館
の
図
書
館
（
当
時
）
が
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
旧
三
号

館
北
側
の
政
治
経
済
学
部
校
舎
が
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年

に
現
六
号
館
北
側
の
理
工
学
部
応
用
化
学
科
校
舎
（
当
時
）
な
ど

が
次
々
と
建
設
さ
れ
た
。
都
心
部
の
発
展
に
伴
う
建
築
に
際
し
、

有
楽
町
層
、
武
蔵
野
礫
層
、
東
京
層
な
ど
が
掘
削
さ
れ
、
多
く

の
ト
ウ
キ
ョ
ウ
ホ
タ
テ
が
産
出
し
て
き
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
（
図
二
）。
本
学
に
も
、
こ
の
当
時
に
都
内
の
数
カ
所
か

ら
産
出
し
た
ト
ウ
キ
ョ
ウ
ホ
タ
テ
の
化
石
が
保
管
さ
れ
て
い
る

写真一　�教室一面に並べられた脊椎動物化石。� �
右が徳永重保で、左は高井冬二と思われる。

図一　�Tokunaga（1906）によって記載�
されたトウキョウホタテ。 
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（
図
三
、
四
）。
そ
の
一
部
は
、
旧
三
号
館
の
政
治
経
済
学
部
校
舎

建
設
工
事
中
に
採
取
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
徳
永
が
一
九
三
三

（
昭
和
八
）
年
に
発
表
し
た
論
文
な
ど
に
は
、
日
本
銀
行
第
二
期

工
事
や
、
早
稲
田
大
学
建
設
工
事
の
際
に
、
ト
ウ
キ
ョ
ウ
ホ
タ

テ
が
「
多
産
し
た
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
早
稲
田
大

学
に
保
管
さ
れ
て
い
る
各
々
の
産
地
の
同
種
標
本
は
、
六
個

体
、
お
よ
び
、
二
個
体
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
他
に
も
、
地

下
鉄
工
事
中
に
上
野
松
坂
屋
付
近
や
高
田
馬
場
駅
付
近
か
ら
産

し
た
標
本
、
日
本
橋
白
木
屋
（
現
コ
レ
ド
日
本
橋
）
改
築
工
事
の

際
に
産
し
た
標
本
な
ど
も
保

管
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ

も
個
体
数
は
少
な
い
。
当
時

の
早
稲
田
大
学
に
は
、
前
述

の
脊
椎
動
物
標
本
も
含
め
、

お
そ
ら
く
二
度
と
採
取
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う

貴
重
な
標
本
が
数
多
く
存
在

し
、
徳
永
の
研
究
に
供
さ
れ

図二　�東京都区内におけるトウキョウホタテの
主な産地（白丸）と早稲田大学に保存さ
れているトウキョウホタテの産地（白星）。

図三　�徳永（1933）により報告された、日本
銀行第二期工事の際に産出したトウキョ
ウホタテ。日本古生物学会の許諾を得
て転載。

図四　�「早稲田大学政経学部校舎（旧三号館）
工事場」のラベルのあるトウキョウホタ
テ。日本古生物学会の許諾を得て転載。
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て
き
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
も
の
は
限
ら
れ
て
い
る
。
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
標
本
は
、
徳
永
の
死
後
、
徳
永
の
個

人
助
手
で
あ
っ
た
直
良
信
夫
に
よ
り
整
理
さ
れ
、
現
創
造
理
工
学
部
環
境
資
源
工
学
科
で
保
管
さ
れ
て
き
た
が
、
現
在
は
本
庄
の
考
古
資

料
館
に
移
さ
れ
「
直
良
信
夫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。
保
管
さ
れ
て
は
い
る
が
、
様
々
な
時
代
の
様
々
な
分
類
群
の
化
石

が
、
各
分
類
群
ご
と
に
僅
か
な
個
体
数
残
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
残
念
な
が
ら
体
系
的
な
研
究
に
供
与
で
き
る
状
態
と
は
言
い
難
い
。

二
、
明
治
期
の
日
本
の
地
球
科
学
と
大
隈
重
信

日
本
の
地
下
資
源
の
活
用
は
、
通
貨
や
仏
像
の
鋳
造
の
た
め
に
、
飛
鳥
時
代
や
奈
良
時
代
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
鎌
倉
時
代
や
室
町

時
代
に
諸
外
国
と
の
交
易
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
国
内
の
採
鉱
業
も
発
展
し
、
金
や
水
銀
な
ど
が
輸
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
マ
ル
コ
・

ポ
ー
ロ
に
よ
る
「
東
方
見
聞
録
」
に
よ
り
日
本
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
西
欧
で
は
、
日
本
の
地
下
資
源
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
維
新
以
降
、
来
日
し
た
技
術
者
ら
に
よ
り
、
近
代
的
な
採
鉱
学
・
冶
金
学
が
導
入
さ
れ
、
地
下
資
源
の
開

発
が
活
発
化
し
た
。
当
時
の
政
府
は
、
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
ま
で
の
間
に
、
七
〇
名
を
超
す
採
鉱
・
冶
金
業
に
関
す
る
お
雇
い
外

国
人
を
雇
用
し
、
国
内
の
地
質
資
源
の
開
発
に
力
を
入
れ
た
。
そ
の
過
程
で
、
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
に
来
日
し
た
ア
メ
リ
カ
の
鉱
山

学
者
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ラ
イ
マ
ン
は
、
当
時
ほ
ぼ
未
開
で
あ
っ
た
北
海
道
を
調
査
し
、「
日
本
蝦
夷
地
質
要
略
之
図
」
を
ま
と
め
た
。
こ

の
地
質
図
は
、
日
本
で
初
め
て
の
広
域
地
質
図
で
あ
る
。
筆
者
も
北
海
道
の
地
質
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
羆
が
横
行
す
る
山
中
を
自
動

車
も
な
く
調
査
し
、
古
第
三
系
夾
炭
層
が
北
海
道
中
軸
部
に
南
北
に
伸
び
、
そ
の
東
側
に
変
成
岩
類
が
分
布
す
る
こ
と
を
描
き
出
し
た
こ

の
地
質
図
は
驚
嘆
に
値
す
る
。

一
方
、
日
本
の
地
図
作
成
は
、
一
八
二
一
（
文
政
四
）
年
の
伊
能
忠
敬
に
よ
る
「
大
日
本
沿
海
興
地
全
図
」
が
あ
る
。
明
治
新
政
府
は
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殖
産
興
業
を
先
導
す
る
鉱
山
や
、
鉄
道
等
の
官
営
事
業
の
経
営
を
所
管
す
る
た
め
に
測
量
事
業
を
活
性
化
さ
せ
た
。
当
初
は
、
来
日
し
た

測
量
技
師
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
が
、
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
に
は
、
伊
藤
博
文
ら
の
働
き
に
よ
り
、
工
部
省
に
測
量
司
が
設
け
ら
れ
た
。

日
本
の
鉄
道
建
設
に
は
、
伊
藤
博
文
や
大
隈
重
信
が
大
き
く
関
わ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
大
隈
と
鉄
道
と
の
関
係
は
、
早
稲
田
大

学
史
記
要
五
四
巻
を
参
照
さ
れ
た
い
。

特
に
明
治
期
に
お
い
て
は
、
地
質
学
や
地
理
学
と
い
っ
た
学
問
は
、
農
業
、
鉱
工
業
、
土
木
事
業
、
水
産
業
な
ど
の
産
業
や
、
基
幹
施

設
の
建
設
、
国
防
・
富
国
強
兵
に
も
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
ウ
ィ
ー
ン
王
立
地
理
学
会
の
会
員
と
な
っ
た
太
政
官
兼
外
務
大
書
記

官
の
渡
辺
洪
基
、
ロ
ン
ド
ン
王
立
地
理
学
会
の
会
員
と
な
っ
た
イ
タ
リ
ア
全
権
公
使
の
鍋
島
直
大
や
オ
ラ
ン
ダ
全
権
公
使
の
長
岡
護
美
ら

は
、
各
国
に
お
け
る
地
学
の
重
要
性
を
認
識
し
、
日
本
に
も
地
学
の
研
究
・
普
及
を
促
進
す
る
た
め
の
組
織
が
不
可
欠
で
あ
る
と
感
じ
る

に
至
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
王
立
学
会
に
倣
い
、
東
京
地
学
協
会
を
設
立
す
る
こ
と

と
し
た
。
社
長
に
は
北
白
川
宮
能
久
親
王
を
、
副
会
長
に
榎
本
武
揚
・
鍋
島
直
大
を
迎

え
、
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
四
月
一
八
日
に
設
立
さ
れ
た
。
設
立
時
の
社
員
の
身
分

を
み
る
と
、
皇
族
二
名
、
華
族
二
〇
名
、
参
議
・
卿
八
名
（
う
ち
一
名
が
大
隈
重
信
）、
軍

人
二
七
名
、
官
吏
二
四
名
、
公
使
二
名
、
編
修
官
・
教
授
・
判
検
事
六
名
、
民
間
七
名

（
う
ち
一
名
が
福
沢
諭
吉
）
の
総
勢
九
六
名
で
あ
っ
た
（
写
真
二
）。
設
立
時
の
規
則
第
一
条

に
は
、「

第
一
条　

第
一　

地
学
ニ
於
テ
経
済
軍
務
其
他
ニ
関
ス
ル
有
益
ナ
ル
事
件
ノ
説
明
、
本
会
ノ

見
聞
ニ
触
ル
ゝ
者
ア
レ
ハ
、
時
々
簡
便
ノ
方
法
ヲ
以
テ
之
ヲ
編
纂
出
版
シ
テ
社
員
ノ
講
究
ニ

供
シ
及
ヒ
公
衆
ニ
報
知
ス
ル
事
」

写真二　�早稲田大学に所蔵されている、大隈重信
宛の東京地学協会会員承認通知。
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と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
活
動
の
主
眼
が

経
済
や
軍
務
な
ど
の
公
益
に
置
か
れ
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
の
後
、
大
隈
は
、
設
立
直
後
の
東
京
地
学

協
会
の
維
持
・
運
営
に
尽
力
し
、一
八
九
〇（
明

治
二
三
）
年
に
東
京
地
学
協
会
か
ら
表
彰
を

受
け
て
い
る
（
写
真
三
）。
こ
の
ほ
か
に
も
、

大
隈
は
、
地
球
科
学
に
関
す
る
大
き
な
貢
献

を
し
て
い
る
。
白
瀬
矗
に
よ
る
南
極
探
検
の

支
援
で
あ
る
。
大
隈
は
「
南
極
探
検
後
援
会

（
会
長　

大
隈
重
信
）」
を
設
立
し
、
白
瀬
を
支
援
し
た
。
本
学
に
も
、
南
極
探
検
支
援
記
念
演
説
会
の
写
真
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ

に
は
、
大
隈
だ
け
で
な
く
、
徳
永
重
康
の
姿
も
あ
る
（
写
真
四
）。
徳
永
は
、
白
瀬
の
帰
国
直
後
に
あ
た
る
、
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
八

月
に
、
東
京
早
稲
田
大
學
内
南
極
探
検
學
術
研
究
部
か
ら
出
版
さ
れ
た
「
新
撰
南
極
地
圖
」
の
校
閲
も
担
当
し
た
。
南
極
探
検
に
は
、
大

隈
に
よ
る
資
金
的
援
助
だ
け
で
な
く
、
学
術
的
援
助
も
本
学
か
ら
提
供
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
地
図
に
は
、
白
瀬
が
南
極
に

到
達
し
た
航
路
に
加
え
、
現
在
の
ロ
ス
棚
氷
付
近
に
「
倭
雪
原　

1912.1.28

」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
白
瀬
は
倭
雪
原
に
近
接
す

る
湾
に
「
大
隈
湾
」
の
地
名
を
与
え
、
こ
れ
ら
の
地
名
は
現
在
で
も
公
式
に
有
効
な
名
称
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
大
隈
重
信
や
早
稲
田
大
学
は
、
明
治
の
開
国
以
降
の
本
邦
に
お
け
る
地
球
科
学
の
発
展
を
、
経
済
的
な
面
か
ら
も
学
術

的
な
面
か
ら
も
支
え
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
徳
永
は
、
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
に
在
職
の
ま
ま
急
逝
し
た
が
、
徳
永
が
研
究
し
早

写真三　�早稲田大学に所蔵されている、大隈重信
宛の東京地学協会表彰状。

写真四　�早稲田大学に所蔵されている、南極探検
支援演説会の記念写真。
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稲
田
大
学
で
保
管
し
て
い
た
標
本
は
、
徳
永
の
個
人
助
手
で
あ
っ
た
直
良
信
夫
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、

第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
り
、
そ
の
標
本
の
大
半
が
消
失
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

三
、
自
然
史
科
学
に
お
け
る
標
本
と
そ
の
保
管
の
重
要
性

第
一
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
早
稲
田
大
学
に
は
徳
永
ゆ
か
り
の
標
本
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
自
然
科
学
の
研
究
成
果
を
保
証

す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
近
代
化
に
お
け
る
人
間
の
営
み
の
証
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
ま
さ
に
文
理
連
携
の
知
的
財
産
で
あ
る
。
ま
た
、

学
内
に
は
戦
後
の
研
究
標
本
も
多
数
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
国
内
各
地
か
ら
産
し
た
鉱
山
・
鉱
床
の
試
料
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
質
時
代
の

化
石
標
本
等
で
あ
る
。
な
か
に
は
、
現
在
は
閉
山
さ
れ
、
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
の
設
置
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
神
岡
鉱
山
の

試
料
な
ど
、
あ
ら
た
な
採
取
が
困
難
な
試
料
も
含
ま
れ
て
い
る
。
旧
帝
大
を
は
じ
め
と
す
る
主
要
大
学
は
自
然
史
や
工
学
系
の
博
物
館
を

附
設
し
て
標
本
や
資
料
を
整
理
・
管
理
し
、
研
究
・
教
育
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
る
が
、
本
学
が
有
す
る
の
は
人
文
科
学
系
の
博
物
館

の
み
で
あ
る
。

筆
者
が
本
学
に
着
任
し
て
間
も
な
い
頃
、
学
内
の
岩
石
試
料
の
保
管
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
育
学
部
地
球
科
学
専

修
が
保
有
す
る
化
石
標
本
（
五
、〇
〇
〇
点
以
上
）
を
他
の
研
究
機
関
に
移
管
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
遭
遇
し
た
。
幸
い
標
本
の
散
逸
の

危
機
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
本
学
が
知
的
財
産
と
教
育
資
源
を
失
っ
た
と
も
言
え
る
。

一
方
で
、 

第
二
次
世
界
大
戦
と
い
う
事
案
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
戦
前
の
試
料
は
ほ
と
ん
ど
が
失
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
の
東
京

帝
国
大
学
で
は
自
然
史
科
学
に
関
す
る
標
本
を
疎
開
さ
せ
、
今
で
も
東
京
大
学
の
前
身
の
開
成
学
校
時
代
の
ラ
ベ
ル
の
付
い
た
標
本
も
保

管
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
比
べ
る
と
残
念
で
な
ら
な
い
。
早
稲
田
大
学
百
年
史
に
よ
る
と
、
当
時
の
理
工
学
部
で
は
、
重
要
な
測
定
器
・
実
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験
器
具
等
は
疎
開
さ
せ
た
も
の
の
、

「（
六
号
館
の
）
屋
上
は
屋
根
裏
を
利
用
し
て
、
大
広
間
に
、
鉱
物
、
岩
石
、
化
石
標
本
室
と
し
て
使
用
さ
れ
…
中
略
…
て
い
た
。
し
か
し
、
…
中
略
…

屋
上
標
本
陳
列
室
は
、
昭
和
二
十
年
五
月
の
空
襲
で
焼
失
し
…
中
略
…
た
。
…
中
略
…
中
野
実
は
、
…
中
略
…
六
号
館
屋
上
標
本
室
に
陳
列
で
き
な

い
本
邦
、
満
州
お
よ
び
台
湾
、
樺
太
の
石
炭
標
本
を
所
蔵
し
て
い
た
が
、
本
部
校
舎
が
被
災
し
た
同
じ
日
の
五
月
二
十
五
日
の
空
襲
で
、
実
験
設
備

な
ど
と
と
も
に
焼
失
し
た
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
か
ら
、
標
本
の
保
管
に
つ
い
て
は
十
分
な
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

自
然
史
科
学
標
本
は
、
多
く
の
場
合
、
地
球
と
生
命
の
歴
史
を
物
語
る
唯
一
無
二
の
証
拠
で
あ
る
。
こ
れ
が
失
わ
れ
、
人
類
の
共
通
財

産
の
一
部
か
ら
取
り
除
か
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
残
念
で
な
ら
な
い
。
自
然
史
科
学
は
、
宇
宙
、
地
球
や
生
命
の
共
生
の
歴
史
や
そ
の
法

則
性
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
学
問
分
野
で
あ
る
。
生
物
学
や
地
球
科
学
の
み
な
ら
ず
、
物
理
学
や
化
学
に
お
い
て
も
、
自
然
に
対
す
る
好

奇
心
と
そ
の
体
系
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
探
究
が
、
人
類
の
歴
史
に
お
い
て
二
〇
〇
〇
年
以
上
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
探
究
活
動
の

結
果
、
蒐
集
さ
れ
て
き
た
標
本
が
、
自
然
史
科
学
の
発
展
を
支
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
証
拠
と
な
っ
て
き
た
。

日
本
に
お
い
て
、
自
然
史
科
学
標
本
の
保
管
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
最
初
の
施
設
は
、
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
に
設
置
さ
れ

た
「
教
育
博
物
館
（
現
国
立
科
学
博
物
館
）」
で
あ
ろ
う
。
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
に
は
、
教
育
博
物
館
か
ら
改
称
し
た
東
京
教
育
博
物

館
が
学
術
講
義
を
開
始
し
、
博
物
館
が
標
本
の
保
管
だ
け
で
な
く
、
教
育
・
研
究
を
行
う
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
こ
の
学
術
講
義
の

講
師
は
、
各
専
門
の
「
学
士
」
が
務
め
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
に
は
東
京
大
学
理
科
大
学
教
授
の
小

藤
文
次
郎
が
地
文
学
分
野
の
講
義
を
行
っ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
学
術
講
義
は
、
当
時
の
政
府
の
財
政
難
も
あ
り
、
一
八
八
八

（
明
治
二
一
）
年
を
最
後
に
中
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
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自
然
史
科
学
の
標
本
は
、
た
だ
展
示
さ
れ
て
い
る
も
の
を
見
る
だ
け
で
は
、
そ
の
意
義
を
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
標
本
を

用
い
て
研
究
す
る
こ
と
で
、
あ
る
い
は
、
新
し
い
概
念
や
手
法
を
そ
の
標
本
に
当
て
は
め
る
こ
と
で
、
そ
の
標
本
の
も
つ
意
味
が
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
然
史
科
学
標
本
の
蒐
集
は
、
自
ず
か
ら
、
研
究
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
岩
石
が
展

示
さ
れ
て
い
た
と
想
定
し
よ
う
。
そ
の
岩
石
が
形
成
さ
れ
た
年
代
は
、
地
層
の
積
み
重
な
り
の
な
か
で
の
化
石
の
産
出
順
序
や
、
放
射
性

物
質
の
壊
変
を
利
用
し
た
年
代
測
定
な
ど
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
岩
石
の
特
徴
は
、
含
有
化
石
や
含
有
鉱
物
の
組
成
の
解
析
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
岩
石
の
特
異
性
は
、
特
定
の
元
素
の
濃
度
や
安
定
同
位
体
比
等
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。
こ

の
よ
う
に
し
て
、
よ
う
や
く
そ
の
岩
石
が
保
つ
意
味
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
の
展
示
の
意
味
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
、
標
本
は
種
類
ご
と
に
一
個
体
を
一
回
集
め
れ
ば
よ
い
わ
け
で
も
な
い
。
観
察
・
観
測
も
一
回
限
り
の
デ
ー
タ
で
は
な
い
。
人

類
が
、
測
器
に
よ
る
大
気
温
の
計
測
を
は
じ
め
て
か
ら
、
二
〇
〇
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
が
、
大
気
温
の
観
測
を
始
め
た
当
初
か
ら
、

「
二
一
世
紀
に
は
地
球
温
暖
化
が
問
題
に
な
る
の
で
、
今
か
ら
気
温
を
記
録
し
て
お
く
必
要
性
が
あ
る
」
な
ど
と
認
識
し
て
い
た
は
ず
が

な
い
。
自
然
史
科
学
標
本
の
採
取
や
保
管
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
一
〇
〇
年
前
の
人
類
は
、「
二
一
世
紀
に
は
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
に
よ
る
土
壌
や
生
物
の
汚
染
が
深
刻
に
な
る
の
で
、
い
ま
か
ら
土
壌
や
生
物
標
本
を
蓄
積
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
」
な
ど
と
は
微
塵
も

思
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
二
〇
二
三
年
に
な
る
と
、
こ
の
よ
う
な
過
去
の
記
録
や
標
本
の
蓄
積
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
現
在
の

課
題
の
時
系
列
変
動
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
標
本
の
蓄
積
は
、
地
球
と
生
命
を
対
象
と
し
た
、
人
類
の
学
術

研
究
の
証
拠
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
人
類
の
叡
智
を
支
え
て
い
る
真
の
知
的
財
産
と
言
え
よ
う
。。
過
去
の
知
的
探
究
活
動
の
証
拠
を
保

全
し
検
証
可
能
な
形
で
保
管
す
る
こ
と
は
、
本
学
と
し
て
は
最
重
要
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
り
、
特
に
強
く
認
識
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

さ
ら
に
、
自
然
史
科
学
標
本
の
蓄
積
は
、
将
来
新
た
な
価
値
の
創
出
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
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は
、
飛
行
能
力
を
失
っ
た
鳥
と
し
て
現
在
は
キ
ウ
イ
が
生
息
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
三
世
紀
ま
で
は
、
キ
ウ
イ
に
加
え
て
、
モ
ア
も
生

息
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
モ
ア
は
一
三
世
紀
後
半
に
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
民
族
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
定
住
し
た
こ
と
に
よ

り
、
生
息
域
を
追
わ
れ
絶
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
キ
ウ
イ
と
モ
ア
は
飛
行
能
力
が
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
鳥
類
の
祖
先
が

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
生
息
し
、
そ
こ
か
ら
分
化
し
て
二
つ
に
別
れ
た
分
類
群
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
開
発
さ
れ
た

新
た
な
分
析
装
置
を
用
い
て
、
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
た
モ
ア
の
化
石
骨
格
や
卵
殻
の
高
精
度D

N
A

分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
キ
ウ

イ
と
モ
ア
は
祖
先
を
異
に
し
、
別
々
に
進
化
し
て
き
た
分
類
群
が
個
別
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
一
九
七
二
年
に
ア
ポ
ロ
一
七
号
に
よ
り
採
取
さ
れ
、
保
管
さ
れ
て
き
た
岩
石
試
料
を
、
新
た
な
研
究
手
法
で
解
析

し
た
結
果
、
月
の
形
成
年
代
が
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
り
四
〇
〇
〇
万
年
程
度
古
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
例
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
新
た
に
開
発
さ
れ
た
機
器
や
研
究
手
法
、
あ
る
い
は
新
し
い
仮
説
に
基
づ
い
て
、
博
物
館
等
に
保
管
さ
れ
て
き
た
試
料
を

解
析
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
の
定
説
を
覆
す
よ
う
な
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

標
本
か
ら
新
た
な
価
値
を
発
見
し
、
新
た
な
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
の
証
拠
と
し
て
、
標
本
の
保
管
は
人
類
の
叡
智
の
増
強
と
継
承
に

と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
人
類
の
絶
え
間
な
い
努
力
の
成
果
で
あ
る
標
本
の
保
管
・
保
全
が
危
機

に
瀕
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
二
〇
二
三
年
後
半
に
、
国
立
科
学
博
物
館
が
そ
の
運
営
費
の
一
部
を
賄
う
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
た
こ
と
が
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
。
国
立
科
学
博
物
館
の
中
期
目
標
に
は
、
一
、
自
然
史
及
び
科
学
技
術
史
の

調
査
・
研
究
、
二
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
構
築
・
継
承
及
び
活
用
、
三
、
人
々
の
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
を
目
指
し
た
展
示
・

学
習
支
援
、
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
継
承
が
、
財
政
的
困
難
に
よ
り
危
機
的
状
況
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
今
回
の
事
案
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
蔓
延
、
建
設
資
材
費
や
光
熱
費
の
高
騰
な
ど
の
不
規
則
な
変
動
が
あ
っ
た

と
は
言
え
、
国
か
ら
の
運
営
費
交
付
金
と
自
己
収
益
の
合
計
が
、
必
要
な
資
金
額
を
下
回
っ
た
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
我
が
国
を
代
表
す
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る
自
然
史
科
学
に
関
す
る
博
物
館
で
あ
る
、
国
立
科
学
博
物
館
に
お
い
て
も
、
国
か
ら
の
支
援
が
十
分
に
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
研
究
の
都
合
上
、
イ
ギ
リ
ス
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
大
き
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
て

も
観
戦
の
た
め
の
当
日
券
が
発
売
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
当
日
券
の
枚
数
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
購
入
の
た
め
に
は
前
日
か
ら
列

に
並
び
、
路
上
で
一
夜
を
過
ご
す
こ
と
も
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
あ
る
時
、
筆
者
が
、
翌
日
の
当
日
券
購
入
の
た
め
に
、
そ

の
前
夜
か
ら
路
上
に
横
た
わ
っ
て
い
る
と
、
隣
に
並
ん
で
い
た
英
国
人
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
。
あ
る
人
物
の
属
性
を
、
そ
の
容
姿
か
ら

判
断
す
る
こ
と
は
極
め
て
不
適
切
で
は
あ
る
が
、
ス
キ
ン
ヘ
ッ
ド
で
筋
骨
隆
々
の
そ
の
男
性
は
、
筆
者
に
対
し
「
俺
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
か
ら

車
で
こ
こ
ま
で
来
た
ん
だ
。
お
前
は
な
に
や
っ
て
ん
だ
」（
と
述
べ
て
い
る
と
筆
者
に
は
理
解
で
き
る
雰
囲
気
で
）
話
し
か
け
て
き
た
。
こ
れ

に
対
し
筆
者
が
、「
私
は
研
究
者
で
、
大
学
で
地
球
科
学
の
研
究
を
し
て
い
る
」
と
回
答
す
る
と
即
座
に
「
お
前
の
研
究
の
何
が
お
も
し

ろ
い
ん
だ
？
お
前
の
研
究
で
な
に
が
わ
か
っ
た
ん
だ
？
」
を
問
い
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
男
性
は
、
そ
の
後
も
次
々
と
質
問
を
繰
り

出
し
、
筆
者
も
そ
れ
に
応
答
し
、
と
い
っ
た
具
合
で
、
互
い
に
楽
し
み
な
が
ら
筆
者
の
研
究
内
容
を
共
有
す
る
に
至
っ
た
。
最
終
的
に
そ

の
男
性
は
、「
さ
っ
き
買
っ
て
き
た
ん
だ
け
ど
、
こ
の
パ
イ
や
る
よ
」
と
夕
食
ま
で
都
合
し
て
く
れ
た
。
筆
者
に
と
っ
て
は
、
薄
暗
い
路

上
で
自
身
の
好
奇
心
を
他
者
と
共
有
す
る
と
い
う
、
大
変
に
稀
有
な
体
験
が
で
き
た
夜
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
大
変
に
驚
か
さ
れ
、
か

つ
、
感
激
し
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
、
自
然
史
科
学
の
研
究
を
し
て
る
人
物
に
対
し
、
同
業
者
で
も
な
い
人
物

が
「
そ
の
研
究
の
な
に
が
お
も
し
ろ
い
の
だ
？
」
と
問
い
か
け
る
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
の
間
で
の
、
文
化
と
し
て
の

自
然
史
科
学
教
育
の
あ
り
方
の
違
い
を
痛
感
し
た
。
誰
も
が
、
自
然
史
科
学
と
は
潜
在
的
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
価
値
観
を

共
有
し
て
い
な
け
れ
ば
、
標
本
の
保
管
・
継
承
の
意
義
の
理
解
も
容
易
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

文
化
審
議
会
博
物
館
部
会
に
よ
る
「
博
物
館
法
制
度
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
答
申
）」
で
は
、「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
博
物
館
に
必
要
と
な
る
取
組
」
と
し
て
、
以
下
を
述
べ
て
い
る
。
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「
こ
れ
か
ら
の
博
物
館
に
お
い
て
は
、
資
料
収
集
・
保
管
、
調
査
研
究
、
教
育
普
及
、
展
示
・
公
開
と
い
う
従
来
か
ら
の
使
命
を
果
た
し
つ
つ
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
と
さ
れ
る
機
能
も
発
揮
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
博
物
館
が
国
民
生
活
に
と
っ
て
身
近
で
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
り
、
そ
の

文
化
芸
術
の
価
値
や
生
物
環
境
の
保
全
に
対
し
て
国
・
地
方
公
共
団
体
や
産
業
界
、
個
人
等
が
支
援
・
投
資
し
、
更
な
る
人
材
・
資
金
・
施
設
等
の

経
営
基
盤
が
充
実
さ
れ
て
い
く
と
い
う
、
博
物
館
の
価
値
を
高
め
る
た
め
の
好
循
環
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
博
物
館
が
、
こ
の
よ
う

な
新
し
い
「
博
物
館
」
に
求
め
ら
れ
る
役
割
・
機
能
を
果
た
し
、
好
循
環
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
館
が
自
ら
の
役
割
・
機
能
を

認
識
・
確
認
し
な
が
ら
、
そ
の
活
動
と
経
営
を
継
続
的
に
改
善
・
向
上
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
。」

国
民
が
、
自
然
史
科
学
を
人
類
共
通
の
知
的
財
産
で
あ
り
、
本
質
的
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
と
、
十
分
に
認
識
で
き
て
い
な
い
段
階
に

お
い
て
は
、「
個
人
等
が
支
援
・
投
資
し
」、「
そ
の
活
動
と
経
営
を
継
続
的
に
改
善
・
向
上
」
さ
せ
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
、
国

立
科
学
博
物
館
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
九
億
円
以
上
が
寄
付
さ
れ
た
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
自
然
史
博
物
館

（
大
英
自
然
史
博
物
館
）
や
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
へ
の
年
間
寄
付
額
に
比
べ
る
と
、
そ
の
差
は
歴
然
で
あ
る
。
国
は
、
一
部
の
支
援
は
し
つ

つ
も
、「
個
人
等
が
支
援
・
投
資
」
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
、
自
然
史
科
学
を
担
う
博
物
館
の
永
続
的
維
持
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
模
範
国
民
の
造
就
を
教
旨
と
す
る
本
学
に
お
い
て
、
自
然
史
科
学
の
価
値
や
重
要
性
の
教
育
を
積

極
的
に
行
い
、
そ
の
活
動
を
体
現
す
る
大
学
附
属
の
自
然
史
科
学
博
物
館
の
設
立
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
博
物
館
と
は
、
自
然
史
科

学
や
科
学
技
術
史
の
調
査
・
研
究
を
行
い
な
が
ら
、
そ
の
証
拠
で
あ
る
標
本
や
機
器
の
保
管
・
展
示
を
通
し
て
、
人
々
の
科
学
へ
の
知
識
や

理
解
、
知
的
好
奇
心
を
高
め
る
役
割
を
持
つ
、
学
問
と
人
々
と
を
つ
な
ぐ
大
切
な
施
設
で
あ
る
。
今
こ
そ
、
大
隈
が
自
然
史
科
学
の
発
展
を

支
援
し
、
徳
永
が
そ
の
研
究
に
よ
り
体
現
し
た
精
神
を
想
起
し
、
本
学
か
ら
新
た
な
文
化
的
価
値
が
発
信
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

も
り
や
・
か
ず
よ
し
（
早
稲
田
大
学
教
育
・
総
合
科
学
学
術
院
教
授
）
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